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児童虐待について

病後児保育について

議 案 質 疑 県北医療センター（高萩協同病院）に対する補助金について

　一般会計予算の中で、県北医療センターに、平成22年度から5年間、総額で9000万円の運営補助金を出すこと
になっている。

　学校の避難訓練等においても地震や火事の時の避難だけなく、津波がどんなに恐ろしいもの
であるかということを、ビデオ等でわかりやすく説明し、こういう勧告が出た時は避難しなけ
ればいけないという意識を持たせておくことも大切かと思います。

学力向上に伴う加配教員の確保について

住宅公社について

災害時の避難対策について

質問　　最近、児童虐待による子どもの死亡のニュースがよく見られる。平成2年以降相談件数が、ずっと連続して
増加しているそうであるが、高萩市での対応、指導の状況はどうか？もう少し踏み込んでいれば助かったのにと
思うこともある。角度を変えて萩っ子育成を考えてみてほしい。

質問　　21年度から始まった病後児保育について、受け入れていただいた松ヶ丘保育園に対するフォローは行われ
ているか？聞いた話では、あまり利用されていないとのこと。病後児、病児保育は必要な制度で、働くお母さん
にとっては、十分利用する価値の高いものだと思う。しかし、一体どういう制度なのか、いつどのように利用で
きるのか、そのシステムが理解されないと、普及しない。市としても、市報や折り込み広告などで、もっとＰＲ
すべきだと思うが、検討されていないのか？

質問　　現在、小学一年から四年生までは、35名以上のクラスの場合、TTが付くが、五年生、六年生にはない。中
学校へ行けば、「中一ギャップ」対策のために、一年生だけは再度TTがつく。五年生に上がるとき、不安に感
じる親も多い。市独自の雇用をおこなうならば、五年、六年生にも検討できないか？学力をつけるには大切な時
期、しっかりフォロー出来るように考えていただきたい。予算もかかるが、雇用にもつながると思う。

質問　　「住宅公社のあり方についての意見書」によると、「住宅公社は解散して、その手法は破産手続きとして、
市が三セク債を活用して改革を実行するべきである。」となっている。私としてはずっと、早く解散した方がい
いと指摘してきた。そうするしかないと思うが、市長の考え方を確認したい。「経営責任としては、法的責任の
有無にかかわらず、少なくとも道義的責任を求めることが相当である」とされている。法的責任とあるが、市と
しては、それをどのようにとらえて、受け止めているか、どういう形で道義的責任を問うべきか？

　　市内に児童家庭支援センターという県が設置する支援センターが市内にあるのと、虐待ホットライ
ンも設置されている。こういったところと要保護児童対策協会と市、関係機関が連携してどういうふう
にやっていくかが、大きな課題。今の既存の中で何が出来るか今後検討していきたい。

市長答弁

　　健全化を進めるべきという考え方である。意見書を踏まえてこれから改革プランをつくっていきた
い。道義的責任については、現在、弁護士に市及び住宅公社の法的責任等について検証を依頼している。

市長答弁

市民生活部長答弁　　　相談件数が増えている。実人員16人。延べ回数159回となっている。

市民生活部長答弁　　　　　　　開始から利用者は延べ利用人員43名、実人員34名となっている。松ヶ丘保育園及び市
内園にはお知らせしているらしいが、今後、市として、市民への広報誌等で積極的に周知していきたい。 総務部長答弁　　　津波による被害もなく、避難も大きな混乱もなく、おおむねスムーズだった。広報の内容がよ

く聞き取れなかったとか、避難者への状況報告、アナウンスがないなどの指摘も受けている。誘導や
輸送についても課題が見えてきたので今後の対策に生かしたい。高萩市ではハザードマップは作成し
ていないので、茨城県が公表している津波浸水予想図を基準として今回も避難勧告を実施した。
　平成22年度より土砂災害洪水地震津波のハザードマップを作成し、順次公開配布していく予定。
自力で避難することが困難な災害時要援護者については、把握するため、関係機関との情報共有化を
行い、名簿にしている。災害時に、地区の民生委員へ情報提供し、担当区域の要援護者への避難周知
協力を依頼した。救急車両によって12名搬送した。

　　　学力向上に伴う加配教員教育長答弁

質問　　茨城県の県住宅供給公社と県土地開発公社も債務超過におちいり、県から694億円の公費を投じることに
なったため、知事、副知事、公社の幹部の指導監督責任、経営責任を明らかにするために、給与や退職金などか
ら、総額3800万円をカット、返納することになった。高萩市でも、これに従って責任をとるべきだと感じる市
民もいるかと思う。そういった、周りの状況も踏まえ、高萩市においてはどういう対応をとるのか？

質問　　チリ沖地震の影響による津波の避難勧告が出された。高萩市においては、今回の状況を省みて、津波対策の
問題点も何か発見されたと思うが、どうか？実際大きな被害があった、「平成15年の宮城県沖地震、十勝沖地
震」においては、津波警報が出ていたにもかかわらず住民に対する避難勧告がされなかったこと、避難勧告が出
ていたにもかかわらず、実際には避難しなかったことによって被害が拡大したとされている。そこで、やはり、
被害を最小限にするためには、想定される影響を最大に考えて避難行動を行うことが大切。今回、住民に対する
避難情報の伝達は十分だったか？従来の災害で亡くなった方は、高齢者や要介護者が多く、避難勧告に気付かな
かった、広報車やサイレンは聞こえなかったということがあったそうだ。
　今回、避難勧告をしたのは、2740世帯、しかし、実際、福祉センターに避難した方は約300人、勧告を知っ
ていても避難しなかった方が多かったと思われる。津波対策の基本となる被害想定やハザードマップの策定は大
丈夫か？

質問　　この問題に関しては、12月議会の時からどうしても納得できないので、再度質問した。高萩協同病院は赤
字でも、厚生連は、全体的には決して赤字経営ではない。前回の議案質疑の答弁で、市民生活部長は、96億円
の余剰金について、「細かくみられると、法廷積み立てもあれば、任意積み立てもある、その内容はやはり分析
しないといけない」と言っていたが、その後、分析してみたか？その結果はどうだったか？
　私が、12月に指摘してから、市として一度でも、協同病院の運営状況を見に行ったか？1000万円、2000
万円も補助するのに、相手の経営状況をチェックするのは当たり前。職員の患者に対する対応も指摘しても、な
かなか改善されない。そこから変えなければならない、病院の体質を見直していただきたい。経費削減を考えて
いかないといけないのではないか？

　　改革プランを作って、あとは国の制度に乗っかっていくということ。私としての責任としては、引
き継いだ責任と健全化する責任があると思っている。

市長答弁

県　費
負　担

常 勤 講 師
小 学 校
5人

1人

10人
5人

1人

2人

中 学 校

常 勤 講 師

非常勤講師

非常勤講師

市単独
5年、6年生に配置することは可能。
どの学年に配置するかは、学校長に任せている。

今後の
課　題
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